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米
国
に
開
設
さ
れ
た
の
は「
北

米
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
オ
フ
ィ
ス
」。

米
北
西
部
オ
レ
ゴ
ン
州
の
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
内
に
今
月

１
日
、開
設
さ
れ
た
。オ
フ
ィ
ス

に
は
同
大
学
の
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
が
常
駐
し
、本
学
か
ら
派
遣
さ

れ
た
日
本
人
留
学
生
の
サ
ポ
ー

ト
や
、現
地
情
報
の
収
集
な
ど
に

取
り
組
む
。

　

同
大
学
は
１
９
７
２
年
に
米

国
の
大
学
で
初
め
て
本
学
と
の

大
学
間
交
流
協
定
を
締
結
。両
大

学
間
で
は
こ
れ
ま
で
、シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
の
本
学
へ
の
教
員
派
遣

や
、本
学
か
ら
の
留
学
生
派
遣
と

い
っ
た
交
流
が
あ
る
。45
年
を
超

え
る
長
い
つ
な
が
り
か
ら
同
大

学
内
へ
の
開
設
が
決
ま
っ
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
所
長
に
就
任
し
た

本
学
国
際
連
携
機
構
副
機
構
長

　

ロ
シ
ア
の
首
都
モ
ス
ク
ワ
の

モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
内
に
は
５

月
31
日
、「
ロ
シ
ア
モ
ス
ク
ワ
オ

フ
ィ
ス
」を
同
大
学
と
共
同
で
開

設
。留
学
の
促
進
に
主
眼
を
置

き
、本
学
の
み
な
ら
ず
日
本
中
の

大
学
へ
同
国
か
ら
の
留
学
生
を

増
や
す
活
動
を
行
う
の
が
大
き

な
狙
い
だ
。オ
フ
ィ
ス
に
は
本
学

特
任
教
員
と
し
て
新
た
に
採
用

し
た
留
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
人
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
。

オ
フ
ィ
ス
所
長
に
は
本
学
ア
イ

ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
の

の
川
野
辺
創
教
授
は「
留
学
生
派

遣
や
交
流
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
」と

意
気
込
む
。同
オ
フ
ィ
ス
で
は
同

大
学
の
み
な
ら
ず
、サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
州
立
大
学
や
シ
ア
ト
ル
の
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
な
ど
米
西
海
岸

の
他
協
定
校
と
の
交
流
促
進
も

し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
に
は

横
浜
国
立
大
学
も
２
０
１
７
年

に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
お
り
、

「
日
本
側
の
複
数
校
で
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
て
い
く
」（
川
野
辺

教
授
）と
い
う
。

加
藤
博
文
教
授
が
就
任
し
た
。

　

日
本
留
学
を
促
進
す
る
の
は
、

文
部
科
学
省
に
本
学
が
採
択
さ

れ
た
同
国
な
ど
で
留
学
生
拡
大

を
目
指
す
事
業
の
一
環
。留
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
同
国
の

学
生
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
を
聞

き
、そ
れ
に
合
う
形
の
留
学
を
支

援
す
る
。こ
の
際
、東
京
や
大
阪

な
ど
の
大
学
も
紹
介
す
る
。同
国

の
複
数
都
市
で
留
学
フ
ェ
ア
も

開
催
し
、日
本
留
学
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　

ま
た
大
学
生
の
み
な
ら
ず
高

校
生
に
も
日
本
留
学
を
提
案
。同

　
国
の
高
校
を
卒
業
し
て
直
接
日

本
の
大
学
へ
留
学
す
る
と
い
う

形
を
示
す
。加
藤
教
授
ら
が
実
施

し
て
い
る
現
地
の
高
校
で
の
意

識
調
査
で
は
、意
外
に
も
高
校
卒

業
後
に
海
外
を
考
え
て
い
る
生

徒
は
多
く
、日
本
留
学
に
関
心
を

示
す
と
い
う
。

　

同
国
か
ら
大
学
な
ど
日
本
の

高
等
教
育
機
関
へ
留
学
し
た
学

生
は
18
年
で
、約
５
５
０
人
だ
。

事
業
で
は
こ
れ
を
20
年
ま
で
に

１
０
０
０
人
、23
年
ま
で
に
１
５

０
０
人
に
引
き
上
げ
る
と
の
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

本
学
が
日
本
全
体
の
取
り
組

み
と
し
て
留
学
を
促
進
す
る
の

は
サ
ブ
サ
ハ
ラ（
サ
ハ
ラ
以
南
の

ア
フ
リ
カ
）に
続
き
ロ
シ
ア
が
２

カ
所
目
。こ
れ
ら
地
域
は
日
本
政

府
か
ら
留
学
促
進
に
お
け
る
重

点
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。重

点
地
域
に
あ
る
６
つ
の
拠
点
の

う
ち
本
学
が
２
拠
点
を
担
う
こ

と
に
な
り
、役
割
は
大
き
い
。加

藤
教
授
は「
何
よ
り
も
優
秀
な
留

学
生
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
こ
と

に
力
を
注
ぎ
た
い
」と
話
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

  

◇

　

本
学
は
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す

る
海
外
オ
フ
ィ
ス
を
東
南
ア
ジ

ア
に
開
設
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
は
現

在
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
３
カ
所
に
本
学

農
学
研
究
院
、
理
学
研
究
院
が

運
営
す
る
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
統
括
す
る
役
割
を
担

う
も
の
と
し
て
構
想
し
て
い
る

と
い
う
。
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本
学
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、海
外
オ
フ
ィ
ス
を
米
国
と
ロ
シ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
た
。両

国
と
も
に
本
学
の
オ
フ
ィ
ス
が
設
置
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
、本
学
の
海
外
拠
点
は
既
存
の
ヘ
ル
シ
ン

キ
や
北
京
な
ど
と
合
わ
せ
６
カ
所
に
増
え
た
。留
学
や
研
究
交
流
、学
生
交
流
を
促
進
す
る
取
り
組
み

を
拡
大
し
て
い
く
。

海
外
オ
フ
ィ
ス
、
相
次
い
で
開
設

交
流
の
活
性
化
へ

日
本
留
学
促
進
を
担
う

米ポート
ランド

ロシア
モスクワ

万
葉
集
の

ミ
ス
テ
リ
ー

典
拠
は

「
梅
花
の
歌
」

よひ
ら

は
い
ご

海
外
拠
点
６
カ
所
に

「
令
和
」
典
拠
の
万
葉
集

本
学
教
員
に
聞
く

米
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
モ
ス
ク
ワ

北大祭開催
３日間 10万人来場

北大の「今」を発信中！
ウェブサイト
（THE MAINSTREET）

Twitter
（@HokudaiShinBun）

　

７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
の
３
日
間
、第
61
回

北
大
祭
が「
＋
１（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）」の
テ
ー
マ
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。来
場
者
は
昨
年
を
１
万
人
上
回

り
、３
日
間
で
延
べ
約
10
万
人
。留
学
生
を
含
む
学

生
ら
に
よ
る
模
擬
店
の
ほ
か
、Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
各
学

部
・
学
科
の
企
画
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

本
紙
で
は
特
色
あ
る
模
擬
店
や
企
画
、イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
特
集
し
た「
北
大
祭
特
別
号
」を
発
行
予

定
。

　

４
月
１
日
、菅
官
房
長
官
に

よ
っ
て
新
元
号
が「
令
和
」と
発

表
さ
れ
、５
月
１
日
よ
り
元
号
が

「
平
成
」か
ら「
令
和
」に
変
わ
っ

た
。本
紙
で
は
、新
元
号「
令
和
」

の
出
典
と
な
っ
た「
万
葉
集
」に

つ
い
て
、専
門
に
研
究
し
て
い
る

本
学
大
学
文
書
館
の
広
瀬
公
彦

特
任
助
教
に
話
を
聞
い
た
。

　

万
葉
集
は
、７
世
紀
か
ら
８
世

紀
の
歌
を
集
め
た
現
存
す
る
日

本
最
古
の
和
歌
集
で
あ
る
が
、そ

の
詳
細
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。

例
え
ば
、約
４
５
１
６
首
あ
る
う

ち
の
最
後
の
歌
は
７
５
９
年
に

詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、万
葉

集
が
編
ま
れ
た
の
は
こ
れ
以
降

か
つ
奈
良
時
代
で
あ
る
こ
と
は

分
か
っ
て
い
る
。だ
が
、具
体
的

に
編
ま
れ
た
年
代
は
不
明
だ
。

　

ま
た
１
首
目
の
歌
に
つ
い
て

は
、５
世
紀
を
生
き
た
雄
略
天
皇

が
詠
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、こ
れ
に
つ
い
て
は
万
葉

集
に
権
威
付
け
を
す
る
た
め
に

後
世
に
作
ら
れ
た
歌
を
雄
略
天

皇
の
も
の
と
し
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
歌
が
詠
ま
れ

た
年
代
に
つ
い
て
も
不
明
瞭
な

部
分
が
あ
る
。

　

全
二
〇
巻
で
構
成
さ
れ
る
万

葉
集
の
う
ち
、巻
五
に
収
録
さ
れ

て
い
る
梅
花
の
歌
の
場
面
が
新

元
号「
令
和
」の
典
拠
と
な
っ
た

箇
所
だ
。こ
の
場
面
は
大
宰
の
帥

（
だ
ざ
い
の
そ
ち
＝
大
伴
旅
人
）

が
自
宅
で
催
し
た
宴
に
お
い
て

山
上
憶
良
を
は
じ
め
と
す
る
参

加
者
ら
が
計
32
首
の
歌
を
詠
む

と
い
う
も
の
だ
。

　

今
回
典
拠
と
な
っ
た
の
は
こ

の
場
面
そ
の
も
の
の
序
文
に
当

た
る「
初
春
の
令
月
に
し
て
、気

淑
く
風
和
ぎ
、梅
は
鏡
前
の
粉
を

披
き
、蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら

す
」と
い
う
部
分
で
あ
る
。こ
の

序
文
は
宴
の
日
の
情
景
を
表
し

た
文
で
あ
り
、「
令
」に
は「
素
晴

ら
し
い
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、

「
和
」に
は「
お
だ
や
か
で
あ
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
う
。詠

み
手
が
明
記
さ
れ
て
い
る
32
首

の
歌
と
は
違
い
、序
文
自
体
の
作

者
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
（
２
面
に
つ
づ
く
）

揮毫＝北大書道部
長田洸明（ひろあき）さん
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今
回
の
元
号
制
定
に
あ
た

り
、
歴
代
で
初
め
て
国
書
が
そ

の
出
典
と
な
っ
た
。
安
倍
首
相

は
談
話
に
て
、
万
葉
集
を
「
我

が
国
の
豊
か
な
国
民
文
化
と
長

い
伝
統
を
象
徴
す
る
国
書
」
と

し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
広

瀬
特
任
助
教
は
「
日
本
の
国
民

文
化
は
、
外
来
の
も
の
を
摂
取

す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の

　

世
界
各
地
か
ら
優
れ
た
学
生

が
集
う
北
海
道
大
学
。
今
回
ス

タ
ー
ト
す
る
新
連
載
企
画
「
キ

ラ
リ
！
北
大
生
」
で
は
、
各
方

面
で
活
躍
し
て
い
る
本
学
在
学

生
の
生
い
立
ち
や
今
後
の
展
望

な
ど
を
、「
こ
れ
ま
で
」「
こ
れ

か
ら
」
の
時
系
列
に
沿
っ
て
紹

介
し
て
い
く
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
昨

年
「
第
７
回
全
国
学
生
英
語
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」（
神
田
外
語
グ
ル
ー
プ
・

　

　　

新
元
号
制
定
で
注
目
の
集

ま
っ
た
万
葉
集
。
全
二
〇
巻
か

ら
な
る
が
、
巻
ご
と
に
性
質
は

全
く
異
な
り
、
年
代
順
・
四

季
・
歌
物
語
な
ど
様
々
だ
。
広

瀬
特
任
助
教
は
「
初
め
（
巻
一
）

か
ら
読
む
必
要
は
な
い
の
で
、

こ
の
機
会
に
万
葉
集
を
読
も
う

と
思
っ
た
人
は
、
自
分
の
興
味

に
合
わ
せ
て
途
中
か
ら
で
も
読

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

読
売
新
聞
社
主
催
、
以
下
「
プ

レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」）
で
奨
励

賞
を
受
賞
し
、
日
露
学
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
学
生
間
の
国

際
交
流
に
も
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
山
下
藍
子
さ
ん
（
経

済
学
部
３
年
）
だ
。

　

山
下
さ
ん
が
英
語
を
学
び
始

め
た
の
は
中
学
生
の
時
。
帰
国

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
化
に
触

れ
る
イ
ベ
ン
ト
・
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
デ
ィ
が
15
日
、
本
学
学
術
交

流
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
デ
ィ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
毎
年
６
月
頃
に
開
か
れ
る

伝
統
的
な
祭
、「
夏
至
祭
」
の
時

期
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
今
年
で
４
回
目
と
な

子
女
な
ど
海
外
に
ル
ー
ツ
を

持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
が
、
国
境
な
き
医
師
団
に
憧

れ
て
英
語
部
に
入
部
。
英
語
そ

の
も
の
よ
り
も
英
語
の
話
し
方

や
ロ
ジ
ッ
ク
の
習
得
に
力
を
注

ぎ
、
中
学
で
は
県
２
位
、
高
校

で
は
全
国
大
会
出
場
の
実
績
を

残
し
た
。
本
学
に
入
学
し
た
後

は
「
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
今

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
た

い
」
と
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と

し
て
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
25
カ
国
を
訪

問
。
意
外
に
も
、
英
語
の
成
績

は
「
北
大
生
の
平
均
く
ら
い
」

だ
と
い
う
。

　

昨
年
の
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
の
き
っ
か
け
は
旅
先
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
経
験
。
前
年

の
合
同
研
修
で
知
り
合
っ
た
他

大
学
の
学
生
と
の
２
人
旅
だ
っ

た
。
帰
国
後
、
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
の
１
つ
が

「
ア
ジ
ア
の
特
産
物
を
欧
米
に
売

り
込
め
！
」
だ
と
知
り
、
と
も

に
旅
行
し
た
２
人
で
の
出
場
を

決
意
し
た
。
山
下
さ
ん
ら
が
注

目
し
た
の
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
流

る
。
　

イ
ベ
ン
ト
は
２
部
構
成
の
講

演
と
関
連
企
画
か
ら
な
る
。
講

演
で
は
本
学
教
授
の
ほ
か
サ
ン

タ
の
村
と
し
て
有
名
な
ロ
ヴ
ァ

ニ
エ
ミ
に
出
生
や
留
学
な
ど
で

縁
の
あ
る
演
者
が
登
壇
。
昨
年

と
同
様
に
サ
ル
ミ
ア
ッ
キ
（
札

幌
カ
ン
テ
レ
ク
ラ
ブ
）
に
よ
る

通
し
て
い
る
タ
ナ
カ
と
呼
ば
れ

る
木
。
現
地
で
は
日
焼
け
止
め

と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、

原
料
を
自
前
で
加
工
す
る
の
が

一
般
的
で
商
品
化
は
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　

本
選
出
場
が
決
ま
っ
て
か
ら

の
１
カ
月
間
で
ア
イ
デ
ア
を
具

体
化
。
皮
膚
が
ん
に
関
す
る

デ
ー
タ
の
調
査
に
始
ま
り
、
実

用
化
に
向
け
て
の
実
証
実
験
ま

で
こ
ぎ
つ
け
た
。
実
験
に
あ

た
っ
て
は
本
学
薬
学
部
・
農
学

部
の
教
員
に
も
協
力
を
仰
い
だ
。

10
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
覚
え
た
の
は
本
選
の
２
日

前
。
質
疑
応
答
の
準
備
が
不
十

カ
ン
テ
レ
の
演
奏
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
同
名
の
お
菓

子
も
提
供
さ
れ
、
参
加
者
は
独

特
の
風
味
に
困
惑
す
る
様
子
も

分
だ
っ
た
と
し
つ
つ
も
、
上
位

10
組
に
食
い
込
ん
で
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
。

　

将
来
は
国
際
機
関
で
働
く
こ

と
が
目
標
だ
と
い
う
山
下
さ
ん
。

国
際
協
力
を
通
じ
て
女
性
や
子

ど
も
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
強

い
関
心
を
持
ち
、「
誰
か
を
笑
顔

に
し
た
り
、
苦
し
い
人
を
救
え

た
り
す
る
存
在
で
あ
り
た
い
」

と
意
気
込
む
。
今
年
９
月
か
ら

は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学

へ
の
交
換
留
学
が
決
ま
っ
て
い

る
。
留
学
後
に
は
ケ
ニ
ア
・
ナ

イ
ロ
ビ
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
計
画
中
。
現
在
は
授
業
で
外

国
人
学
生
と
の
議
論
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
磨
き
を
か
け

る
な
ど
、
準
備
に
余
念
が
な
い
。

　

み
ら
れ
た
。

　

今
年
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日

本
の
国
交
樹
立
か
ら
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
。
節
目
の
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
今
回
は
そ
の

記
念
行
事
と
し
て
も
執
り
行
わ

れ
、
規
模
か
拡
大
。
そ
の
た
め
、

例
年
に
は
な
か
っ
た
フ
ィ
ン
日

関
係
史
の
講
演
が
な
さ
れ
た
ほ

か
、
今
年
12
月
に
新
千
歳
空
港

に
就
航
す
る
フ
ィ
ン
エ
ア
ー
関

連
展
示
が
行
わ
れ
る
な
ど
充
実

行
動
す
る
か
が
大
事
」
と
の
考

え
の
も
と
世
界
を
渡
り
歩
い
て

き
た
。
旅
先
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
な
ど
失
敗
も
数
多

い
と
い
う
一
方
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
充

実
感
が
何
よ
り
の
活
力
。「
自
分

に
は
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
、
夢
へ
の
挑

戦
に
心
を
躍
ら
せ
る
。

し
た
内
容
と
な
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
本
学

欧
州
ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
フ
ィ
ス
の

田
畑
伸
一
郎
所
長
は
「
北
海
道

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
気
候
な
ど

で
共
通
性
が
あ
る
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
学
生
や
市
民
の
方
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

　

な
お
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ィ

終
了
後
も
関
連
企
画
で
あ
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ィ
関
連
資
料

展
示
は
北
図
書
館
で
７
月
上
旬

ま
で
行
わ
れ
る
。

　

山
下
さ
ん
の
行
動
力
の
源
泉

は
「
自
分
に
勝
ち
た
い
」
と
い

う
思
い
。
人
生
の
有
限
さ
を
高

校
生
の
時
に
感
じ
、「
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
今

こ
の
自
分
が
何
を
見
て
、
何
を

　
　
北
大
生
協
書
籍
部
売
上
ラ
ン
キ
ン
グ

　
　
　
　（
マ
ン
ガ
、
教
科
書
、
語
学
参
考
書
な
ど
を
除
く
）

５月

英語プレゼンコンテスト入賞
原点は「とりあえずチャレンジすること」

【キラリ！北大生　第１回】（新連載）

【
こ
れ
ま
で
】

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
経
験
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
へ

【
こ
れ
か
ら
】

国
書
の
出
典
は
初

「
途
中
か
ら
で

も
読
ん
で
」

第
４
回
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ィ
開
催

国
交
樹
立
１
０
０
周
年
祝
う

で
あ
る
」
と
話
す
。
そ
の
特
徴

は
今
回
の
典
拠
と
な
っ
た
「
梅

花
の
歌
」
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
場
面
で
詠
ま

れ
て
い
る
「
梅
」
と
い
う
の
は

古
い
歌
に
は
登
場
し
て
い
な
い

外
来
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
梅

を
外
国
か
ら
の
窓
口
で
あ
る
大

宰
府
に
て
、
都
で
日
本
文
化
を

培
っ
て
き
た
官
人
た
ち
が
愛
で

て
い
る
。
こ
こ
で
日
本
古
来
の

文
化
と
外
来
の
文
化
と
の
融
合

が
果
た
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い

う
。

記
念
行
事
と
し
て
も
開
催

昨年のコンテストでプレゼンテーションする山下さん

タ
イ
・
ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
に
て

サルミアッキによるカンテレの演奏

北大カフェプロジェクトによる出店も行われた

情報求む 話題の学生・教員、面白い取り組み――

北大に関するあらゆる情報を募集しています
メール⇒hokudaishinbun@gmail.comまたはウェブサイトの contact へ

※いただいた情報を活用できない場合もありますので、あらかじめご了承ください

夢
へ
の
挑
戦
「
自
分
に
は
で

き
な
い
」
で
は
終
わ
ら
せ
な
い

山下藍子さん（経済学部 3年）

一般書    書名    著者名    出版社

1 ゼロからわかる大学生のためのレポート・論文の書き方 石井一成 ナツメ社

2 ＦＡＣＴＦＵＬＮＥＳＳ ハンス・ロスリング 日経ＢＰ社

3 ツーリングマップル北海道　２０１９ 昭文社

4 新北海道の花 梅沢俊 北海道大学出版会

5 ８２年生まれ、キム・ジヨン チョ・ナムジュ 筑摩書房

6 死にがいを求めて生きているの 朝井リョウ 中央公論新社

7 北海道樹木図鑑 佐藤孝夫 亜璃西社

8 ウィトゲンシュタイン論理哲学論考 古田徹也 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

9 北海道で奇跡の絶景に出会う旅 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

10 余物語 西尾維新 講談社

文庫    書名    著者名    出版社

1 夜は短し歩けよ乙女 森見登美彦 角川書店

2 サブマリン 伊坂幸太郎 講談社

3 蜜蜂と遠雷　上下 恩田陸 幻冬舎

4 物質と記憶 アンリ・ベルクソン 講談社

5 罪の声 塩田武士 講談社

新書    書名    著者名    出版社

1 日本の地方政府 曽我謙悟 中央公論新社

2 平成時代 吉見俊哉 岩波書店

3 マキァヴェッリ 鹿子生浩輝 岩波書店

4 歴史戦と思想戦 山崎雅弘 集英社

5 不道徳的倫理学講義 古田徹也 筑摩書房
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飲
酒
に
は
会
話
を
円
滑
に
す

る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
学
生
は
、
部

活
・
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
や

友
人
な
ど
と
酒
を
く
み
交
わ
し

親
睦
を
深
め
る
。
だ
が
、
そ
ん

な
飲
酒
に
も
危
険
は
ひ
そ
む
。

適
量
を
超
え
た
飲
酒
は
命
に
関

わ
る
事
態
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
。
過
度
な
飲
酒
に
よ

る
本
学
学
生
の
救
急
搬
送
人
数

は
２
年
前
に
急
増
し
た
。

　

本
学
学
生
が
過
度
な
飲
酒
で

救
急
搬
送
さ
れ
る
場
合
、
搬
送

先
は
北
大
病
院
に
指
定
さ
れ
る

取
り
決
め
が
あ
る
。
２
０
１
７

年
度
の
搬
送
人
数
は
38
人
を
記

録
し
、
17
人
だ
っ
た
16
年
度
か

ら
大
幅
に
増
え
た
。
18
年
度
も

36
人
と
、
高
止
ま
り
だ
。
今
年

度
も
４
、
５
月
で
す
で
に
６
人

が
運
ば
れ
た
。

　

搬
送
さ
れ
た
学
生
に
聞
き
取

り
を
行
う
学
生
支
援
課
の
職
員

に
よ
る
と
、
一
番
多
い
の
は
飲

酒
が
苦
手
で
な
い
人
が
、
疲
労

や
体
調
不
良
で
事
故
の
起
こ
り

や
す
い
状
態
で
飲
ん
だ
り
、
解

放
感
か
ら
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
っ

た
り
し
た
ケ
ー
ス
。
致
死
量
を

超
え
飲
酒
し
て
い
て
も
、
飲
酒

時
に
は
そ
の
自
覚
が
な
く
、
気

が
つ
い
た
ら
病
院
の
ベ
ッ
ド
の

上
だ
っ
た
と
い
う
人
が
多
い
と

　

い
う
。

　

過
度
な
飲
酒
を
巡
っ
て
は
過

去
に
死
亡
事
故
に
至
っ
た
事
例

も
あ
る
。
13
年
７
月
、
複
数
の

部
活
の
合
同
で
開
か
れ
た
懇
親

会
が
終
了
し
た
後
、
参
加
し
て

い
た
本
学
の
男
子
学
生
が
死
亡

し
た
。
男
子
学
生
は
２
軒
の
飲

食
店
で
過
度
に
飲
酒
し
泥
酔
。

周
囲
の
学
生
が
自
宅
に
送
っ
た

も
の
の
、
そ
の
後
１
人
に
な
り

吐
物
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
死
亡

し
た
。
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

が
高
く
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
だ
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
、
死
亡
事
故
は
発

生
し
て
い
な
い
が
、
搬
送
人
数

は
２
年
前
に
急
増
し
、
前
年
度

も
比
較
的
多
い
状
況
が
続
い
た
。

急
増
の
詳
し
い
理
由
は
不
明
だ

が
、
死
亡
事
故
か
ら
約
６
年
が

経
ち
飲
酒
事
故
防
止
へ
の
個
々

人
の
意
識
が
薄
ま
っ
た
可
能
性

は
あ
る
。

　

学
生
支
援
課
は
「
節
度
の
あ

る
飲
み
方
を
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

周
り
の
人
が
飲
酒
で
体
調
を

悪
く
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

対
処
が
と
れ
る
か
。
本
学
保
健

セ
ン
タ
ー
の
内
科
担
当
看
護
師

に
よ
る
と
、
千
鳥
足
に
な
っ
た

り
、
吐
き
気
を
催
し
た
り
す
る

酩
酊
の
状
態
に
な
っ
た
人
が
い

た
ら
一
人
に
し
な
い
こ
と
が
重

要
と
い
う
。
誰
か
が
そ
ば
に
付

き
添
い
、
吐
物
を
の
ど
に
詰
ま

ら
せ
な
い
よ
う
横
向
き
の
体
勢

に
す
る
、
体
温
が
下
が
る
た
め

衣
類
な
ど
を
か
け
る
な
ど
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

体
温
の
低
下
で
顔
が
青
く
な

る
、
口
か
ら
泡
を
吹
く
、
呼
吸

が
極
端
に
早
い
、
遅
い
な
ど
の

症
状
が
現
れ
れ
ば
危
険
信
号
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
ら

救
急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
生
じ
る

と
い
う
。

　

内
科
担
当
看
護
師
は
ま
た
、

「
最
近
は
（
周
り
の
雰
囲
気
に
合

わ
せ
て
飲
酒
す
る
）『
空
気
飲

み
』
が
流
行
っ
て
い
る
」
と
し
、

「
先
輩
な
ど
上
の
立
場
の
人
が

『
無
理
し
な
く
て
い
い
』
な
ど
と

一
言
声
を
か
け
て
」
と
推
奨
し

て
い
る
。

　　

南
北
約
１
・
２
㌔
㍍
に
伸
び

る
本
学
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で

は
毎
日
、
多
く
の
自
転
車
が
行

き
交
う
。
広
大
な
本
学
札
幌

キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
す
学
生
に

と
っ
て
自
転
車
は
必
須
ア
イ
テ

ム
の
１
つ
だ
。
そ
ん
な
自
転
車

に
は
事
故
の
リ
ス
ク
も
伴
っ
て

い
る
。

　

北
海
道
警
札
幌
北
署
に
よ
る

と
本
学
構
内
で
は
今
年
、
人
身

が
絡
む
自
転
車
事
故
が
14
日
ま

　

自
転
車
を
利
用
す
る
学
生
が

多
い
分
、
自
転
車
の
盗
難
被
害

も
多
く
発
生
し
て
い
る
。
北
海

道
警
に
よ
る
と
、
札
幌
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
発
生
し
た
盗
難
被
害

件
数
は
２
０
１
６
〜
18
年
の
３

年
間
で
２
２
０
件
。
本
学
を
管

轄
す
る
札
幌
北
署
の
管
内
で
も

「
北
大
構
内
は
自
転
車
が
と
く
に

集
中
し
て
い
る
場
所
で
あ
り
、

盗
難
数
も
多
い
」（
担
当
者
）
と

い
う
。
被
害
が
最
も
多
い
場
所

は
高
等
教
育
推
進
機
構
（
教
養

棟
）
付
近
で
67
件
。
恵
迪
寮
付

近
で
19
件
、
付
属
図
書
館
付
近

　
で
に
２
件
あ
っ
た
。
バ
ッ
ク
し

て
い
る
車
に
衝
突
し
た
ケ
ー
ス

と
、
出
会
い
頭
で
ぶ
つ
か
っ
た

ケ
ー
ス
だ
っ
た
と
い
う
。
過
去

５
年
間
で
の
事
故
を
み
る
と
、

最
も
事
故
が
発
生
し
て
い
た
の

は
中
央
食
堂
近
く
の
交
差
点
付

近
で
５
件
。
北
部
食
堂
付
近
が

２
件
で
続
い
た
。

　

自
転
車
運
転
時
の
注
意
点
に

つ
い
て
札
幌
北
署
の
担
当
者
は

「
車
道
の
左
側
を
通
行
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
話
す
。
本
学
構

内
で
は
歩
道
や
、
右
側
の
車
道

を
走
っ
て
い
る
自
転
車
も
散
見

さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、

イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
な
が
ら
自
転

車
に
乗
る
人
も
多
く
、「
車
の
音

や
周
り
の
危
険
を
す
ぐ
に
察
知

で
き
な
い
の
で
や
め
て
欲
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

で
17
件
と
続
く
。

　
「
古
い
自
転
車
で
盗
ま
れ
に
く

い
と
思
っ
て
い
た
」。
付
属
図
書

館
前
で
盗
難
被
害
に
あ
っ
た
経

済
学
部
の
男
子
学
生
は
こ
う
振

り
返
る
。
図
書
館
前
は
比
較
的

盗
難
が
発
生
し
に
く
い
と
考
え
、

数
日
放
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
盗

ま
れ
た
と
い
う
。

　

札
幌
北
署
の
担
当
者
は
「
盗

難
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
転
車

に
２
個
以
上
カ
ギ
を
か
け
る
、

短
時
間
で
も
自
転
車
か
ら
離
れ

る
と
き
は
施
錠
す
る
な
ど
の
対

策
が
必
要
だ
」
と
話
す
。

3

北大新聞メンバーが執筆した
記事が４月１７日付の北海道
新聞「道新夢さぽ」に掲載さ
れました。今後も年２～３回
のペースで寄稿する予定です。

お知らせ

　

本
学
の
名
和
豊
春
総
長
が
大
学
職
員
に

対
し
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ

ラ
）
を
し
た
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
第
三

者
に
よ
る
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
審
議

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
本
学
へ
の
取
材
で

わ
か
っ
た
。

　

本
学
は
「
広
域
複
合
災
害
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
４
月
１
日
付
で
設
置
し
、
同
16

日
に
開
所
式
を
行
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は

文
理
に
ま
た
が
る
多
分
野
の
研
究
者
ら
が

連
携
し
災
害
予
測
・
対
策
に
つ
い
て
研
究

す
る
。
セ
ン
タ
ー
長
の
農
学
研
究
院
・
山

田
孝
教
授
は
「（
災
害
に
関
す
る
）
社
会
的

な
仕
組
み
な
ど
を
積
極
的
に
提
言
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
」
と
話
し
た
。

　

新
入
生
を
対
象
に
本
紙
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
９
割
以
上
の
新
入
生

が
新
歓
に
参
加
し
、
そ
の
際
、
団
体
の
雰

囲
気
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。

名
和
総
長
に
パ
ワ
ハ
ラ
疑
い

第
三
者
に
よ
る
調
査
委
設
置

４ /７４ /16
広
域
複
合
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
開
所
式
実
施

５/10
新
入
生
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

本
紙
実
施　
新
歓
に
つ
い
て

　

本
学
歯
学
研
究
院
の
八
若
（
や
わ
か
）

保
孝
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
夜
型
の

生
活
に
よ
り
小
児
が
虫
歯
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
発
表
し
た
。

　

東
京
・
立
川
の
国
営
昭
和
記
念
公
園
で

昨
年
に
引
き
続
い
て
今
年
も
「
北
大
東
京

ジ
ン
パ
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
伝
統
の
ジ

　
　
　
　
　
　
　

ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　

ー
で
卒
業
生
ら
が
交
流

　
　
　
　
　
　
　

し
た
（
実
行
委
員
会
主

　
　
　
　
　
　
　

催
）。
７
回
目
を
数
え
る

　
　
　
　
　
　
　

今
年
は
参
加
者
数
が
初

　
　
　
　
　
　
　

め
て
千
人
の
大
台
を
突

　
　
　
　
　
　
　

破
し
た
。

　

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ロ
ア
駐
日
欧
州
連
合

（
E
U
）
特
命
全
権
大
使
が
本
学
で
講
演
を

行
っ
た
。
E
U
が
国
際
社
会
の
中
で
担
う

役
割
に
加
え
、
E
U
と
日
本
の
特
筆
す
べ

き
関
係
性
に
つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

５/11
子
ど
も
が
夜
遅
く
食
べ
る
と

虫
歯
に
な
り
や
す
い
を
証
明

北
大
東
京
ジ
ン
パ
2
0
1
9

　
　

  

開
催
、来
場
者
千
人
超

５/19５ /11
フ
ロ
ア
駐
日
E
U
大
使
が

　
　
　
　
　
　
本
学
で
講
演　

ニ
ュ
ー
ス
D
I
G
E
S
T

季　節
　　の
一　枚

見上げた先には新緑の
木漏れ日があった。
美しい輝きに、目が離れない。
（教養棟近くにて撮影）
photo by 北大写真部・宮崎俊明

ル
ー
ル
違
反
散
見

乗
り
方
見
直
し
て

自転車事故

教
養
棟
付
近
で
多
発

短
時
間
で
も
２
ロ
ッ
ク
を

自転車盗難

救
急
搬
送
、
大
幅
増
加

節
度
の
あ
る
飲
み
方
を

飲酒事故

北大ライフ　
危険はすぐそばに

　自転車事故・盗難、飲酒事故――
　キャンパスライフには思わぬところに
危険が潜んでいる。本学で学生生活を送
るにあたって注意すべきことは何か。現
状とその対策について取材した。


